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研究成果の概要（和文）：本研究においては、抑圧されたキリスト教信仰下で発達した中世の身体と内面の逆説
的表現を検証した。研究の結果、宮廷では規範の維持と逸脱化が併存しており、遊戯の特徴である教育的要素と
娯楽的要素の二律背反が宮廷文化の特色となっていることを示した。そして、外見と内面の乖離の美学は、形骸
化した日常性を打破する手段として機能したことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this research, the paradoxical representation of the body and the sprit 
in the Middle Ages, which developed under the repressive Christian faith, was examined. The results 
of the research show that the maintenance and deviation from the norm coexisted at court, and that 
the dichotomy between the educational and recreational elements characteristic of play was a feature
 of courtly culture. It also revealed that the aesthetics of the divergence between appearance and 
interiority functioned as a means of breaking down the formalised routine.

研究分野：ミンネザング

キーワード： 中世ドイツ文学　ニーベルンゲン　トリスタン　指輪　中世フランス文学　コメニウス　ルネサンス　
ハイデッガー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、中世文学において伝統的な逆説的レトリックがもたらす遊戯性を軸に、中世ドイツの身体観を再検
討した点に意義がある。さらに中世フランス、ドイツ近現代という共時性・通時性を視野に入れた点、また、こ
れまで日本で取り上げられることの少なかった、『ヴォルムスの薔薇園』、ヴィッテンヴィーラーの『指輪』、
ウルリヒ・フォン・リヒテンシュタインの『婦人奉仕』、1230年以降の後期ミンネザングを考察対象に含めてお
り、作品の紹介という点においても意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本プロジェクトの当初からのメンバーである伊藤、渡邊、嶋崎は、2014年、2016年、2017年
と 3 回にわたり日本独文学会にてシンポジウムを行い、中世ドイツ文学におけるミンネ（愛）、
誠実、身体性というテーマについて、とりわけその外面と内面の関係を軸に議論を重ねてきた。
2 回目の誠実についてのシンポジウム(以下「誠実シンポ」)では中世仏文研究者の高名が、3 回
目の身体性についてのシンポジウム(以下「身体性シンポ」)では近現代演劇の研究者である山崎
が加わった。 
 1回目のミンネシンポジウム(以下「ミンネシンポ」)では、中世ドイツ文学の世俗化とミンネ
(愛)の描写が中心テーマであった。つまり以前は宗教詩が主体であり神への愛が謳われてきたの
が、フェルデケ以降の 1200年前後のドイツの詩人たちはフランス文学の影響を受けて宮廷的恋
愛を歌い始めたからである。しかし、宮廷社会の秩序は個人の内面・良心・純愛といった生々し
い部分と対立を起こしたのであった。 
 2回目の「誠実シンポ」では、その部分の葛藤をキリスト教的文脈で掘り下げた。つまりプラ
トン、アウグスティヌスの思想の影響から、誠実＝変わらざる存在＝非物質性と不誠実＝変わる
もの＝物質性、という思想的二項対立が浮かび上がってきたからである。その際の議論の焦点は、
キリスト教徒は誠実で異教徒は不誠実である、と言い切れるのか、という疑問である。検証の結
果、キリスト教徒でも裏切り者として処断される者がいる一方で、異教徒でも資質や心ばえに優
れ、賞賛される者もいるということである。この議論を経てさらに問題となったのは、物語内で
なされる身体描写であった。キリスト教徒の身体は神の似姿の相似的存在であり、故に完全性を
志向するべく信仰に励むのであるが、異教徒はその身体に何らかの奇異な特徴を付与され神の
似姿からの乖離が強調されることが多いからである。しかし、上記のようにキリスト教徒がむし
ろ不誠実な、悪魔の誘惑に負けた存在として描かれることもあるのであり、そこに身体的な外面
と精神的な内面の不一致な関係が見て取れる。 
 3 回目の「身体性シンポ」では「身体描写における逆説的レトリック」がテーマとされたが、
議論の中核は肉体の生と死の意味付けの問題へと収斂されていった。ドイツ中世文学の人物描
写において肉体性が賞賛されることは少なく、むしろそれが傷つけられたり、死にいたる過程で
より深い精神性が暗示されてゆく(伊藤 2018, 嶋崎 2018)。それら中世作品を受容したワーグナ
ーは死に行く身体をより崇高なものへの暗示としてのみならず、さらに官能的、生を強調する逆
説的傾向を見せるのである(山崎 2018)。 
 以上のシンポジウムを通じて浮上した、身体の内外の不明瞭な相関についての問題は、物質的
な肉体を哲学的・美学的・倫理学的にどのように位置づけるのか常に定かでないというところに
起因してきた。それは自分の身でありながら自分自身との距離感が定まらないということと同
義ではないか、つまり実際に接している「物」の世界を自分との関係性の中に位置づけられない
ことの苦しみが中世から現代を結ぶ系譜としてドイツ文学の中に表現されているのではないか
という問いが生じたことが本研究開始の経緯である。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ドイツ中世文学の身体観を近現代のドイツ文化に至る伝統として捉え直す
ことにある。その際に、その特徴の一つである身体の内面と身体の逆説的関係を、中世フランス
の宮廷恋愛文学や騎士道文学、ドイツ・フランスにおける中世・人文主義時代の反権威的な民衆
文学の伝統との比較において再検討する。また、中世の逆説的な身体観が、反合理主義的な近代
芸術作品において、その想像・虚構の世界のなかで理想化され、さらに純化された身体イメージ
へと展開し、政治性を帯びて現実の人間の生を規定するに至った点を検証することを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 ナイトハルトを中心としたドイツ宮廷抒情詩、中世ドイツ文学作品『ニーベルンゲンの歌』、
『ヴォルムスの薔薇園』、『トリスタン』、『指輪』、中世フランス文学作品『シャルルマーニュの
旅行』等の 12-13 世紀のパロディー的文芸作品を主な考察対象として、中世ドイツ文学における
身体イメージの逆説性と逸脱化について、遊戯性との関連を手がかりに検討を行う。また教育思
想家コメニウスの戯曲『遊戯学校』(Schola Ludus, 1656)、ヴァーグナーの歌劇『トリスタンと
イゾルデ』や『パルジファル』を取り上げ、逸脱化傾向の時代的変遷にも着目しながら考察する。
また、ハイデッガーの退屈論やフィンクの遊戯論を援用しながら遊戯性についての哲学的考察
を加える。具体的な担当分担の内容は下記の通りである。 
 
(1) 抽象的なミンネザングの婦人描写が、逆説的に身体の魅力を印象付ける現象を文献学的手
法を基に検証する。また身体美の過度な賛美や具象描写が次第にグロテスク化・パロディー化さ
れていく諸相を分析する。 



(2) ゴットフリート作『トリスタン』および作者不詳の『ニーベルンゲンの歌』における身体の
象徴的な意味が中世においてどのように理解されていたか、またそれについて近代以降の受容
においてどのような解釈が生まれていったかを検証する。 
(3) 中高ドイツ語の宮廷文学作品における身体描写の逆説的性格をどの程度まで「ドイツ的」な
ものとみなせるかを明らかにするために、中世ドイツ文学の多くに原典を提供したフランス文
学作品と比較する。また、フランスにおける騎士道物語や詩における宮廷的恋愛のパロディーと
なっている『狐物語』や、中世後期におけるその後継作についても検討をすることで、フランス
とドイツの「逆説的レトリック」の方向性の違いについても考察する。 
(4) 「逆説的レトリック」が、中世後期におけるパロディー的な作品においても使用される点を、
『指輪』を考察対象として検証する。更にその背後にある中世の同時代の文化的・社会的背景を
調査し検証する。 
(5) 身体描写の「逆説的レトリック」は、社会的圧力ゆえに、身体表現・人物表現を抑制せざる
を得ず、それ故に暗喩に頼らざるを得なかった中世文学固有のものに移る。しかしこの傾向は、
近現代におけるドイツ文化においても引き継がれているのではないか。この推測を検証するた
めに、こうした傾向と親和性が高いと思われるハイデガーの思想を中心に分析し、身体観や遊戯
性についての哲学的考察を加える。 
(6) 19 世紀末的ロマン主義のフィクションの伝統が、民族主義的また純粋主義的な政治的な性
格を帯びることで、理想化された身体観を生み出し、規格に外れた現実の身体の排除へと展開し
た点を検証する。 
 
 
４．研究成果 
 本研究で得られた成果は次の通りである。すなわち、宮廷文化には元来規範の維持と、規範か
らの逸脱という傾向を備えており、例えばナイトハルトの詩に顕著なように、パロディー的作品
に見られるような、暴力や粗暴さといった反宮廷的に思われる性格も、文化を構成する要素とし
てすでに宮廷文化に内在していた。そして遊戯の特徴である、規則の中で学び、成長するという
教育的要素と、精神を束縛から解放する娯楽的な要素という二律背反が宮廷文化を特徴付けて
いる。また『ヴォルムスの薔薇園』に代表されるように、中世文学は伝統的に、作者独自の創作
よりも翻案を尊ぶ傾向があり、中世文学全体が真似を楽しむ一種の遊戯の文学であった。 
 また本研究を進めていく中で、「老い」と「若さ」に着目して身体の逆説性を論じてはどうか
という案がメンバー間の議論において一致した。そのため 2021 年度はこのテーマで考察を進め
た。得られた成果は以下の通りである。すなわち、「老い」というモティーフは、恋愛叙情詩ミ
ンネザングにおいては「高きミンネ」概念が発生した 1170 年頃から登場する。抒情詩において
「老い」は「誠実さ」を表現するためのトポスでもあった。さらにヴァルターやナイトハルトの
詩では、かつての理想的な宮廷風作法を語ることのできる「賢明な者」として老人が語り手とし
て登場する。元来、中高ドイツ語の「愚かさ」(tump)は、語義的には経験を積むことで「賢明」
になる可能性を示唆しており、この点についてはミンネザングの歌人ヴァルターやナイトハル
トの認識と合致している。しかし宮廷叙事詩『トリスタン』や中世フランスの作品『狐物語』で
は、成長による「若さ」にゆえの「愚かさ」の克服が描かれず、登場人物が元来備えていた、激
情的性格や愚かさが強調されている。「若さ」は身体においては美点である一方、経験が浅いが
故の「愚かさ」を表し、逆に「老い」は身体的魅力に乏しいが「賢明」であるという、外面的美
徳と内面的美徳の逆説的関係は必ずしも成立しておらず作品によって多義的に解釈されている。 
 研究の途中経過は、2019 年 10 月に開催された日本独文学会秋季研究発表会(於:成城大学)に
て、「中世的身体イメージと遊戯性―宮廷文化に内在する逸脱の傾向」という題目でシンポジウ
ムを企画・開催して発表した。またシンポジウム開催で得られた知見を踏まえ、日本独文学会叢
書(中世的身体イメージと遊戯性 −宮廷文化に内在する逸脱の傾向』日本独文学会研究叢書 
143(嶋崎啓編) 日本独文学会)として刊行した。最終的な研究成果は『広島ドイツ文学』第 36 号
にて発表する予定である。なお当初の研究計画に挙げていた、近現代ドイツにおける中世の逆説
的身体観の連続性に関して、分担者それぞれの個別研究は進んでいるものの、最終年度で取り纏
めるには至らず、研究は継続中である。 
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